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下水道事業は供用開始から 35 年が経過し、施設の老朽化に伴う更新、修繕費用の増加が見

込まれています。 

その一方で、社会情勢の変化により使用水量の小口化など、使用料収入はさらに厳しい状

況となることが予想されます。 

今後も経営努力を進めてまいりますが、安定的な事業運営のため、下水道使用料体系の改

定を検討しています。 

 

 

Ａ１．基本使用料に含まれる汚水量区分を廃止し、従量使用料単価を見直します。 

   対象事業は公共下水道、農業集落排水、小規模集合排水です。 

管理型浄化槽は除きます。 

 

 

【現行】           （税込）    【改定案】         （税込） 

 

 

 

  

 

 

 

 

区 分 汚 水 量 金 額  

 

 

   

 

 

 

 

区 分 汚 水 量 金 額 

基本使用料 0～   6 ㎥ 1,089.0 円 基本使用料 － 1,100.0 円 

従量使用料 

7～  20 ㎥ 181.5 円 

従量使用料 

1～  10 ㎥ 99.0 円 

21～  30 ㎥ 185.9 円 11～  20 ㎥ 154.0 円 

31～  40 ㎥ 193.6 円 21～  30 ㎥ 165.0 円 

41～  50 ㎥ 202.4 円 31～  50 ㎥ 176.0 円 

51～ 100 ㎥ 221.1 円 51～ 100 ㎥ 187.0 円 

101～ 500 ㎥ 237.6 円 101～ 500 ㎥ 198.0 円 

501～1000 ㎥ 254.1 円 501～1000 ㎥ 209.0 円 

1001㎥～     267.3 円 1001㎥～     220.0 円 

◎ 単 価 表  

下水道使用料改定（案）概要 

Ｑ１．どのように変わりますか？ 

負担に偏りが出

ない単価へ改定 

基本使用料分 

汚水量区分（6 ㎥）を廃止 

使
用
料 

使用水量 20 ㎥ ６㎥ 

現行 

改定案 

※グラフはイメージです 

現行単価は大口使用者

へ負担がかかっている 

※水量ごとの金額は裏面をご参照ください。  

 ◎ 体 系 図  
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Ａ２．水量ごとに比べてみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ３．令和４年４月１日改定とし、令和４年６月請求分からを予定しています。 

ただし、４月１日以降の使用開始の場合や検針によらない場合は５月請求 

分からとなります。 

 

 

 

 

 

（税込 単位: ㎥、円） 

Ｑ２．どのくらい変わりますか？ 

Ｑ３．いつから変わりますか？ 


